
実施学年 第２ 学年
教科(科目) 福祉（社会福祉基礎）

(履修規定) 必 修

教 科 書 人間の理解（中央法規）

単 位 数 ２単位 社会と制度の理解（中央法規）

副 教 材 社会福祉基礎（中央法規）

科目の目標 ・社会福祉に関する基礎的な知識を習得させ，現代社会における社会福祉の意義や役割を理解させるととも

に，人間としての尊厳の認識を深め，社会福祉の向上を図る能力と態度を育てる。・

目標達成に向 ・日常生活と社会保障制度との関連について考えさせるとともに，対人援助の視点から福祉の支援が行われ

けての取組 る必要性を理解させる。

・社会保障制度の基本的な仕組みや社会福祉の各分野が生まれてきた社会的背景，各分野の課題について考

えさせることをねらいとして取組む。

◇ 進度

月 単 元 学習内容・項目・活動等 評価方法･項目等 評価の規準等

４ 社会保障のしく ○社会保障の基本的考え方 １年学習内容復 ・日本の社会保障制度のしく

み ○日本の社会保障制度の発達 習テスト みについておおまかな理解

○日本の社会保障制度のしくみ ができている。

・社会保障制度の体系 確認テスト

５ ・各種社会保険の概要 授業観察 ・年金・医療・雇用等の各種

・各種社会扶助の概要 社会保険や公的扶助等の社

会扶助についての理解を深

めている。

中間考査 （内容把握，日本の社会保障制度のしくみ等について）

６ 社会保障のしく ○現代社会と社会保障制度 確認テスト ・少子高齢化の進行と社会保

み ・少子高齢化の進行と社会保障 障について，ライフコース

・財政問題と社会保障制度 と関連づけて理解できてい

る。

７ ○社会福祉サービスと社会福祉施設 課題レポート ・介護実習先の施設について

（介護実習２４日間） （介護実習事前 種別等理解できている。

施設研究）

期末考査 （内容把握，社会保障制度と社会福祉サービス等について）

８ 夏季休業 課題レポート

９ 介護保険のあり ○介護保険制度創設の背景と目的 ・高齢者の将来推計等と各制

方 ・高齢化と要介護状態の進行 確認テスト 度が生まれてきた背景や理

○介護保険制度のしくみ 念について理解できている。

・介護保険制度の仕組みの概要 授業観察 ・介護保険制度のしくみやサ

・地域支援事業 ービスの概要と現状，今後

の課題が理解できている。

・高齢者虐待とその予防につ

いて正しく把握できている。

１０ ○介護保険制度にかかわる組織とその役割 確認テスト ・介護保険制度にかかわる組

・国・都道府県・市町村の役割 授業観察 織の概要が認識できている。

・年金保険者・医療保険者の役割

・国民健康保険団体連合会の役割

中間考査 （内容把握，介護保険のしくみ等について）
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月 単 元 学習内容・項目・活動等 評価方法･項目等 評価の規準等

１１ 障害者の自立支 ○障害者の自立とその支援制度 授業観察 ・障害者を支える社会サービ

援を担う法制度 ・障害と障害者の概念 ノート スについて，障害者自立支

のあり方 ・障害者と自立 グループ発表 援制度と関連づけて理解で

○障害者自立支援制度のしくみ きている。

・障害者自立支援法の制定とねらい ・社会福祉サービスの現状を

・障害福祉サービスの種類と内容 確認テスト 理解し，その課題について

・障害福祉サービス利用の流れ 考察することができる。

１２ ○障害者自立支援制度にかかわる組織とその役割 学習プリント ・各制度が生まれてきた社会

授業観察 的背景や組織について考え

る。

期末考査（内容把握，障害者の自立支援にかかわる法制度等）

１ 介護実践にかか ○人々の権利を保護する諸制度 授業観察 ・日常生活自立支援事業，成

わる諸制度 ・サービスの利用にかかわる諸施策 年後見制度等の制度を理解

○保健医療にかかわる諸施策 確認テスト し，介護職に求められる権

・健康日本２１ 利擁護の視点を学ぶ。

・生活習慣病予防のための諸施策 ・介護実践において関係の深

い疾病対策や健康づくりの

施策を理解する。

２ ○医療にかかわる法と諸施策 ・介護実践において関連の深

・医療関係者に関する法制度 い医療機関や医療従事者の

○生活を支える諸制度のあらまし ノート 制度を学び，医療行為の概

・生活保護制度 念を理解する。

・社会手当

３ ○高齢者・障害者の住生活を支援する諸制度 ・地域でのセーフティネット

・福祉施設による生活の場の確保 としての生活保護制度，生

・住宅の確保の支援 活を支援する社会手当等に

ついて理解し，障害者や高

齢者が地域で生活するため

の自立支援について考えよ

うとしている。

学年末考査（内容把握）

評価の観点及び趣旨

①関心・意欲・態度

社会福祉に対する関心を持ち，福祉社会に向けた課題に意欲的に取り組むとともに,，人間としての尊厳の認識を深め，社

会福祉の向上を図る創造的，実践的な態度を身につけている。

②思考・判断

日常生活から派生する社会福祉に関する諸問題の解決を目指して自らの思考を深め，社会福祉の意義や役割について適切

に判断し，創意工夫する能力を身に付けている。

③技能・表現

社会福祉に関する様々な資料や情報を適切に選択して活用し，実習・調査・研究等で考察した過程や結果を適切に処理す

るとともに，その成果を的確に表現する。

④知識・判断

現代社会における社会構造の変容や特色について把握し，社会福祉に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，社会福祉

の理念について，その意義や役割を理解している。

「社会福祉基礎」の総合評価における各観点の割合

① 関心・意欲・態度 ２０ ％程度 ② 思考・判断 ２０ ％程度

③ 技能・表現 ２０ ％程度 ④ 知識・理解 ４０ ％程度


